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会
派
の
意
見

９
月
定
例
会
を
振
り
返
っ
て

市
民
ク
ラ
ブ

自
由
民
主
党
・
中
道
の
会

公
　
明
　
党

　

９
月
議
会
で
は
、
平
田
文
彦
議
長
の

も
と
本
会
議
で
氏
原
嗣
志
議
員
、
清
水

お
さ
む
議
員
、
横
山
公
大
議
員
、
甲
木

良
作
議
員
、
大
田
芳
男
議
員
が
登
壇
し
、

市
政
の
抱
え
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、
多

角
的
な
観
点
か
ら
個
人
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
委
員
会
審
議
で
は
総
務
常
任
委

員
会
で
吉
永
哲
也
議
員
、
藤
川
裕
介
議

員
、
経
済
文
教
常
任
委
員
会
で
は
竹
村

邦
夫
議
員
、
建
設
環
境
常
任
委
員
会
で

は
和
田
勝
美
議
員
、
上
田
亜
矢
子
議
員
、

厚
生
常
任
委
員
会
で
は
髙
橋
裕
忠
議
員

が
提
出
さ
れ
た
議
案
の
審
議
に
臨
み
ま

し
た
。
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
戸

田
二
郎
委
員
長
の
も
と
浜
口
卓
也
議
員

が
補
正
予
算
案
・
令
和
５
年
度
決
算
の

認
定
議
案
に
対
し
、
会
派
を
代
表
し
て

賛
成
の
立
場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

以
下
、
会
派
と
し
て
の
意
見
で
す
。

補
正
予
算
に
つ
い
て

　

移
住
の
お
試
し
滞
在
施
設
の
拡
充
、

市
内
事
業
者
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

・
中
小
企
業
社
員
の
資
格
取
得
へ
の
補

　

９
月
議
会
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、
プ

ー
ル
事
故
に
関
す
る
検
証
委
員
会
の
運

営
方
法
で
し
た
。
市
民
ク
ラ
ブ
は
、
検

証
委
員
会
の
議
論
を
公
開
す
る
よ
う
代

表
者
会
で
求
め
る
も
、
合
意
は
得
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
検
証
委
員
会
は
非
公

開
と
決
定
。
審
議
内
容
は
分
か
ら
ず
、

市
民
の
知
る
権
利
は
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
岡
﨑
豊
、
伴

武
澄
議
員
が
質
問
。
し
か
し
、
事
故
の

詳
細
や
対
応
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し

て
、
「
答
弁
を
控
え
る
」
な
ど
、
納
得

で
き
る
答
弁
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

プ
ー
ル
事
故
問
題

−

市
議
会
と
し
て
も

広
い
視
野
で
検
証
す
る
場
が
必
要

　

７
月
に
発
生
し
た
学
校
プ
ー
ル
死
亡

事
故
に
つ
い
て
、
今
議
会
閉
会
時
点
で

も
な
お
、
教
育
委
員
会
か
ら
市
議
会
へ

の
正
式
な
報
告
が
な
い
こ
と
は
重
大
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。

　

第
三
者
検
証
委
員
会
の
公
開
・
非
公

開
に
つ
い
て
も
、
文
科
省
の
事
故
検
証

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
あ
る
被
害
児
童
の
保
護

者
の
意
向
に
配
慮
す
る
手
続
き
が
と
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
が
、
公
開
を
求
め
た
保
護
者
の
希
望

が
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
今
回
の
事
故
は
、

教
育
委
員
会
だ
け
に
関
わ
る
問
題
で
は

な
く
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
視
点
で
、

幅
広
く
子
ど
も
施
策
全
般
の
拡
充
を
含

め
た
議
論
が
必
要
で
あ
り
、
市
議
会
に

特
別
の
委
員
会
設
置
を
提
案
し
ま
し
た
。

９
月
補
正
と
決
算
審
査

　

公
明
党
は
「
れ
ん
け
い
こ
う
ち
二
段

階
移
住
支
援
事
業
」
の
補
正
予
算
審
査

の
た
め
に
、
す
で
に
開
設
さ
れ
て
い
る

拠
点
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の
居

住
空
間
は
十
分
な
間
取
で
、
布
団
を
持

参
す
れ
ば
す
ぐ
に
も
生
活
で
き
る
よ
う
、

家
具
や
家
電
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
増
設
さ
れ
る
お
試
し
滞
在
施
設

の
利
用
に
よ
り
、
子
育
て
支
援
が
充
実

し
て
き
た
本
市
に
、
多
く
の
移
住
者
が

来
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
決
算
で
は
、
財
政
健
全

化
指
数
は
中
核
市
の
中
で
も
厳
し
い
も

の
で
、
無
駄
の
削
減
や
将
来
負
担
を
鑑

み
た
事
業
の
選
択
は
必
要
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
サ

ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
税

外
収
入
を
は
じ
め
と
す
る
歳
入
確
保
策

の
徹
底
や
行
財
政
改
革
を
望
み
ま
す
。

参
　
政
　
党

日
本
共
産
党

助
、
農
道
お
よ
び
水
路
の
災
害
復
旧
、

中
心
市
街
地
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整

備
、
住
宅
耐
震
化
補
助
金
の
増
額
、
産

後
ケ
ア
事
業
費
の
増
額
は
政
策
効
果
が

期
待
さ
れ
、
市
民
ニ
ー
ズ
も
高
く
、
早

期
の
予
算
化
を
評
価
し
ま
す
。

決
算
の
認
定
議
案
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
の
実
質
収
支
に
お
い
て
黒

字
を
確
保
し
た
こ
と
は
評
価
し
ま
す
が
、

単
年
度
で
は
２
年
連
続
の
赤
字
と
な
っ

た
こ
と
は
懸
念
材
料
で
あ
り
、
引
き
続

き
慎
重
な
財
政
運
営
を
要
望
し
ま
す
。

収
入
未
済
額
の
改
善
に
つ
い
て
、
担
当

職
員
の
ご
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

硬
直
化
し
た
財
政
構
造
を
弾
力
性
の
あ

る
も
の
に
変
え
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
取

組
を
市
長
・
執
行
部
に
期
待
し
ま
す
。

　

会
派
が
課
題
と
し
て
い
る
防
災
や
公

共
交
通
に
関
し
て
、
防
災
で
は
、
長
尾

和
明
議
員
が
、
能
登
半
島
地
震
の
水
道

復
旧
に
つ
い
て
質
問
。
ま
た
、
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
条
例
の
必
要
性
を

訴
え
ま
し
た
。

　

楠
目
慎
一
郎
議
員
は
、
公
共
交
通
の

利
用
促
進
策
等
を
質
問
。
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
で
は
、
全
庁
的
に
生
成
Ａ
Ｉ
を

活
用
す
る
よ
う
提
言
を
し
ま
し
た
。

　

10
月
か
ら
の
秋
冬
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
７
回

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
や
副
作
用
で
苦
し
ん
で
お
ら

れ
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
に
対
し
て
、
接
種
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
の
周
知
を
行
う
よ
う
求
め

ま
し
た
。


